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医学生のための病院見学会・ プログラム説明会～終了しました～

！

8月8日(木)～9日(金)の2日間にわたり、「医学生のための病院見学会・プログラム説明会」を開催い

たしました。今年は、全国各地から15名の参加があり、ふだんの見学ではご案内できない施設も見てい

ただきました。 毎年好評の初期研修医とのランチ座談会では、研修の話はもちろん、様々な話に花が咲

いたようで、笑顔と笑い声のあふれる会場となっていました。

また、情報交換会では、各診療科の先生に多数参加していただき、見

学者が熱烈な歓迎を受ける場面も見られました！

診療科見学では、外来～病棟～手術見学など、各診療科にご協力いた

だき、充実した見学となったようです。

関係者の皆さま、ありがとうございました。

2019年春より臨床研修センターに着任いたしました小野澤と申し

ます。私は1999年北海道大学卒業で臨床は血液内科を専門としていま
す。米国留学からの帰国後、2014年春からは医学部医学教育推進セン
ターの教育助教として卒前の医学生教育に関わらせていただきました。
卒前教育では診断学実習・CBT/OSCEの運営、臨床実習の拡充のほか、
医学英語カリキュラムの編成に携わりました。この度臨床研修センター
で卒後教育に携わる機会をいただき、初期研修医のサポートの他、内科
専門研修プログラム、内科救急・ICLS講習(JMECC)の運営を行ってま
いります。
北大病院の研修プログラムは、各地域の基幹病院とのたすき掛け研修

や、鹿児島大学提携を含む多くの地域研修先、世界で活躍する医師養成
を目指した国際的医療人育成プログラムを取り揃えており、多様な研修
医のニーズに応えられるプログラムと感じています。
卒前卒後とも医学教育は大きな変革期にあり、新しいカリキュラムや

制度が次々と整備されていっております。オンライン上での経験症例の
登録と指導医のフィードバックは、記録としては優れていますが、研修
医、指導医ともに、診療業務時間外、非対面で多くの作業時間が必要と
なります。流れに取り残されずに初期研修医、専門研修医の先生方がプ
ログラムを修了できるようセンタースタッフと協力して支援して参りま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

新任教員からの
ご挨拶

臨床研修センターに小野澤先生が着任しました！

臨床研修センター
講師 小野澤 真弘 先生



09月03日(火) ●第9回研修医セミナー(緩和ケア) ●災害実地訓練
09月上旬 ●専攻医募集開始(予定)

●令和2年度鹿児島地域医療研修募集開始(予定)
09月05日(木) ●マッチング希望順位登録受付開始
09月09日(月) ●研修医セミナー特別企画(迷える研修医達へのメッセージ)

09月17日(火) ●第10回研修医セミナー(超音波ガイド下静脈穿刺）
09月20日(金) ●マッチング中間発表
10月～11月 ●第２回定期面談
10月上旬 ●令和2年度鹿児島地域医療研修申請締切(作文提出)

10月03日(木) ●マッチング希望順位登録最終締切
10月08日(火) ●第11回研修医セミナー(気道管理のＡＢＣ)

10月29日(火) ●第12回研修医セミナー(臨床現場で使える！貧血の考え方）

10月17日(木) ●マッチング組み合わせ結果発表
10月19日(土) ●第16回指導医のための教育ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(1)
11月02日(土)   ●第16回指導医のための教育ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(2)
11月上旬 ●●院外研修病院希望調査締切
11月12日(火) ●第13回研修医セミナー
11月26日(火) ●第14回研修医セミナー(救急外来で遭遇する整形外科トピック)

12月11日(水) ●第15回研修医セミナー
12月12日(木) ●新規採用者多職種合同研修
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●医学生 ●6年生、既卒生 ●研修医 ●後期研修医・専攻医 ●指導医
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国際的医療人プログラム

グアム研修報告
鹿児島地域医療研修報告

などなど・・お楽しみに♪

鹿児島地域医療研修 Q&A

2年目研修医 渡辺 祈一 先生

北大病院のプログラムの1つの特徴である鹿児島での地域医療研修。今年度は6名の研修医が参加しています。
今回は、渡辺祈一先生にQ&A形式でレポートしていただきます。
Q1：鹿児島地域医療研修の特徴は？
A1：鹿児島本土で1ヶ月、離島で1ヶ月の研修となっています。私は、出水市/種子島を選んで研修しました。
Q2：印象に残っていることはどんなことですか？
A2：鹿児島本土にいても、離島にある診療所へ漁船で向かう機会がありました。種子島では、屋久島研修も

あり、屋久島で1日診療した後は観光することもできます。また、マムシ咬傷の対応マニュアルがあり、
医師はもちろん、患者もマムシへの知識・対応ができていることに驚きました。腹痛でカンピロバクター
を疑うというのも、九州ならではという印象がありました。

Q3：これから鹿児島研修を考える研修医に伝えたいことは？
A3：17：30の勤務終了と同時にサーフィン部の活動が始まったり、バーベキューやダイビングなど、

充実した毎日を送ることができます！医療はもちろん、お腹も心も満たされる2ヶ月になります！
出水医師会広域医療センターは横浜市立から研修医は受け入れていますが、北海道からは私が初めて
だったので、とてもあたたかく迎えてくださいました。来年以降もぜひとのことだったので、よろし
くお願いします。新幹線も近いので、福岡などにもすぐに行けます。鹿児島研修オススメです！

平成28年度より行われている鹿児島大
学病院との連携事業。今年も北海道地域
医療研修のため道内で研修中の鹿児島大
学病院の研修医2名をお迎えし、交流会を
開催しました！すでに鹿児島地域医療研
修を終えた北大病院の研修医も交え、互
いに情報交換をしながら話に花を咲かせ
ていました。


